
行財政改革の趣旨・背景

• これまでも行財政改革に取り組んできた。
今後も財政的に厳しい状態が続き、継続的な取り
組みが必要である。
（財政調整基金が2030年には枯渇する見通し）

• 財政状況が厳しい中、現状の公共サービスを継続
的に提供していくには、市民や民間の力が必要。

• 様々な知恵と経験などをお持ちの多くの主体の方々
に、積極的に参画していただきながら、市民生活の
質の向上を進めていく。
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４つの議題についてご意見いただきたいこと

特に、課題や今後の方向性について

• より効果を高めるために持つべき視点や考え方

• 委員の皆様が所属している機関での取り組み事例

• 課題解決につながるアイディアやご提案

• 他自治体等での参考になる取組み

今回の政策推進・行政評価委員会の議題

【議題選定の理由】
• それぞれの機関でマネジメントを行っているお立場
から、ヒントをいただきたい分野

• 市民感覚から、直接サービスの向上につながるよう
な意見をいただきたい分野

１、【基本姿勢３ 協働や共創の推進】
多様な主体との協働や共創の推進と
透明性の確保

２、【基本姿勢２ 働き方の改善と職員の意識改革】
多様なワークスタイルの実現

３、【基本姿勢２ 働き方の改善と職員の意識改革】
固定観念や先入観にとらわれずチャレンジする
職員の育成

４、【横断的な姿勢 地域や市役所におけるDXの推進】
デジタル技術を活用した市民の利便性向上と
業務の効率化


